
項目 観点 細目 評価指標

省人化効果
除雪作業に係る労働
時間・費用

・省人化による人工の削減、作業時
間の短縮
・待機人数の削減

就労環境の
改善

延べ労働時間、深
夜・早朝労働時間

・長時間労働、深夜・早朝労働対応
者の削減

画面表示の視認性
・モニターの大きさや明るさ
・表示情報の過不足、見やすさ

モニター更新速度
・モニター更新速度
・表示の遅延の有無

地図表示の正確性

・路面標識や航空灯火の表示位置と
実際の位置のズレの有無
・他車両の表示位置と実際の位置の
ズレの有無

危険通知の正確性
・通知の遅れ／漏れの有無
・通知方法の不快感の有無

適用条件
視界条件・気候・雪
質・積雪量への適応
性

・低視程時や降雪、積雪時における
適用可否

作業安全へ
の寄与

除雪作業の安全性向
上

・導入技術により抑制・解消される
ヒヤリハット、事故等

除雪品質へ
の影響

除雪の品質確保
・除雪作業時間の差異（連続降雪時
の仕上がりの差異）
・路面仕上がりの差異

定性的評価

定量的評価

導入技術の
使用性

雁行除雪（滑走路）
において他車両との
位置関係を把握する
時

雁行除雪以外（エプ
ロンや誘導路）にお
いて他車両との位置
関係を把握する時

滑走路末端灯に近づ
いた際に装置を操作
する時

滑走路灯や誘導路灯
などの灯火へ接近し
て除雪を行う時

後進（バック作業）
を行う時

写真 運転支援ガイダンスシステム（車載モニターの様子）

表 空港除雪オペレーターへのアンケート結果

※表中の数字は、ガイダンスが必要と回答した割合

３．空港除雪を自動化・省力化した際の運用方法と導

入効果の評価手法開発

航空機の安定的な運航のため、空港除雪に自動化・

省力化技術を導入する際に必要となる運用規定（空港

除雪作業計画等）の見直しや、省力化・自動化技術の

導入効果を定量的・定性的に評価する手法を開発して

いる。

運用規定の見直しは、自動化・省力化技術の導入を

前提として、運用ルールの整理、技術導入に伴う助手

等の削減、技術導入車両と従来車両の混在空間におけ

る安全性確保の対応方法等の観点から、実施すること

としている。

また、導入効果の評価については、除雪作業に係る

労働時間や費用、延べ労働時間、深夜・早朝労働時間、

自動化・省力化技術の使用性（運転支援ガイダンスシ

ステム等画面表示の視認性、モニター更新速度、地図

表示の正確性、危険通知の正確性）、適用条件（視界

条件・気候（風や気温等）・雪質や積雪量への適応性）、

除雪作業の安全性向上、除雪の品質確保、のそれぞれ

の観点から定量的・定性的な評価手法の開発を目指し

ている。（表 ）

表 導入効果の評価指標

☞詳細情報はこちら

空港除雪の省力化・自動化に向けた実証実験検討委員

会
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研究動向・成果

を活用した空港舗装巡回

点検技術の導入に向けた

取組み
研究期間：令和３年度～

空港研究部 空港施工システム室

山口 智彦 石田 普賢 川西 和幸 伊藤 謙作

（キーワード） 、空港舗装、巡回点検

１．はじめに

年の建設業就業者数（ 万人）は、 年の

ピーク時より約 減少しており、高齢化率の上昇も

相まって建設業の生産年齢人口が減少している。生

産年齢人口の減少を背景に「経済財政運営と改革の

基本方針 （令和 年 月 日閣議決定）」において、

の推進など、インフラ分野の を加

速させ、生産性を高めることとされている。

これを踏まえ、国総研では、滑走路等の巡回点検

の生産性向上を図るため、 を活用した空港舗装巡

回点検技術（以下「簡易型巡回点検技術」という。）

の導入に向けた取組みを実施しており、本稿では、

本技術の概要及び導入に向けた取組みを紹介する。

写真 従来の滑走路の巡回点検の様子

２．簡易型巡回点検技術の概要及び取組み

本技術は、点検車両のリアウインドウに取付けた

ドライブレコーダ（フル ・約 万画素）で滑走路

等の路面映像とその位置情報（ 情報）を取得し、

ドライブレコーダの通信機能（ 通信）により

自動転送した路面映像を、学習済み を用いて画像

解析を行う技術である。この技術を活用することで、

従来 名程度の人員で実施している巡回点検を運転

手 名のみで実施することが可能となる。

本技術の導入検討にあたり、新潟空港・宮崎空港

の滑走路及び誘導路の現場フィールドを使用した現

場実証試験を実施した。現場実証試験では、取得し

た路面画像による 教師データの作成や、滑走路特

有のグルービング（幅 の横溝）をひび割れと誤認

しないための 再学習を実施し、点検車両の走行速

度 ～ で、幅 程度のひび割れや、クラック

注入の補修跡、タイヤゴムの付着状況等が検知可能

であることを確認した。また、夜間の現場実証試験

において、夜間照明（ 灯 投光車 台・速度 ）

を用いた画像取得を試みたが、路面の画像撮影に必

要な明るさが不足し、十分なデータを取得すること

が困難であることを確認した。

図 路面検知解析状況

３．おわりに

令和 年度の現場実証試験において、ひび割れをク

ラック注入の補修跡と誤認するケースが散見された

ため、今後も引き続き の再学習を行い、検知精度

の向上に取り組む予定である。
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